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４．研究ステーションとしての活動概要 

情報理論基礎応用研究ステーションは平成 14 年(2002 年)に学内外の関連する研究者を結集

して立ち上げ，情報通信の理論と応用に関わる研究の活性化を目指してきた。 その主要なテー

マを、国際的な連携と国際的な舞台で活躍できる若手研究者の育成においている。 

本ステーションの前身は 1970 年代中葉、本学名誉教授佐藤洋先生が中心となり、東京地区の

若手情報理論研究者が自発的に参加して形成された「情報と符号研究会」（略称 I & C 研究会）で

ある。 その事務局としての役割を電気通信大学のメンバーが担う事が多かった。 これまで、定

期的、あるいは不定期にセミナーをわが大学にて開催し、ときには他大学に開催場所を移して、

容赦のない批判と熱のこもった激論を交わしながら切磋琢磨して各メンバーが成長を遂げる場と

してきた。 海外の情報理論研究者の多くが日本を訪れるときには、このセミナーで最新の話題を

提供していくということが普通に行われるようになっていた。この伝統は本研究ステーションに引き

継がれている。 

1949 年の本学開学にあたり、初代学長寺沢寛一先生が米国において画期的な通信の新理論

が、一人の天才（Claude E. Shannon）によって生み出されたということにいち早く気付かれて、電気

通信大学の基礎を支えるものとしてその理論を確実に習得し研究を怠らない様にと佐藤洋先生ら

を指導されたという経緯がある。その意志を体現しようとされた佐藤洋先生の心意気に惹かれて

参加した古参の I & C のメンバーばかりでなく、学内外の優秀な若手研究者を加えて、この分野の

研究のさらなる深化と新たな展開を計ることを目的として、平成１４年度に研究ステーションとして

の活動を始め，情報理論の未解決問題，マルチユーザ情報理論，ネットワーク情報理論，情報ス

ペクトル理論，量子情報理論，情報セキュリティー，乱数生成，データ圧縮，符号化・復号化，高

速アルゴリズムなどの理論的研究を行っている。 また、注目されるテーマに関しては、関係する

学会（情報理論とその応用学会(SITA)、電子情報通信学会情報理論研究専門委員会(IEICE-IT)、

IEEE IT Society Japan Chapter など）との連携のもとにワークショップ企画も計画・実施して成果に

結び付けている。 さらに、米国 UCSD の「情報理論と応用研究センター（Center for Information 



Theory and Applications）」との関係を強化し、また、アジア・ヨーロッパ情報理論ワークショップの

持続的開催を支えて、ヨーロッパの研究者との連携を深めることにより研究活性化を行っている。

特記されることは、平成 15 年 IEEE International Symposium on Information Theory, Yokohama の

直前に、本研究ステーションが文科省の国際シンポジウム開催経費の援助ならびに本学の補助

を受けて、千葉鴨川において主催した国際ワークショップは、情報理論の中核的な研究者が、国

内、海外バランスよく参加して極めてレベルの高い研究交流の場を提供したことである。 

こうした動きに伴い、平成 15 年鴨川ワークショップ以来、米国 UCSD との関係が密接になってき

ている。UCSD は、CALIT2 (California Institute for Telecommunication and Information 

Technology)の中心的大学として位置しており、その理論的中核を形成するのが、平成 18 年 2 月

に UCSD に設立された「情報理論と応用研究センター（Center for Information Theory and 

Applications)」である。そのセンターの開所 ITA ワークショップには世界から気鋭の研究者 500 名

ほどが参加し、１週間にわたってパラレル 3 セッションで熱気のある研究発表が行われた。本年 1

月にも第 2 回の ITA ワークショップが開催され、550 名ほどの参加者がパラレル 5 セッションで研

究発表が行なわれた。UCSD の CITA の指導的立場にある Jack K. Wolf 教授のもとで薫陶を受け

た Brian Kurkosky 氏はこの 3 月より情報通信工学科の助教授に着任し、研究ステーションのメン

バーとしての活躍も期待されている。UCSD の CITA と我々の研究ステーションの連携は互いの研

究活動に多大の刺激を与えると考えられる。 

またヨーロッパでは伝統的に情報理論の基礎研究を重視している。アイントホーフェン工科大学、

エッセン工科大学、ビーレフェルト大学は重要な位置を占めるがこれらとも我々の研究ステーショ

ンのメンバーは深い関係を有し、実際、日本・ベネルックス情報理論ワークショップを継承したアジ

ア・ヨーロッパ情報理論ワークショップを連携を保ちながら８回にわたる開催を主導してきた。さら

に、近年では、米国から帰国して香港大学に拠点を構える Yeoug 教授、Feng 教授らの研究者グ

ループ、西安の Cai 教授らとの関係ではネットワーク符号化を中心に研究交流が加速することが

期待されている。 

平成 14-15 年は IEEE International Symposium on Information Theory, Yokohama のプログラム

委員会の共同委員長として韓太舜教授、阪田省二郎教授があたり、さらに、研究ステーションのメ

ンバーが数人、委員として加わり、シンポジウムの中核として活動した。このシンポジウムにおい

て、本ステーションのメンバーである長岡助教授は、大会のハイライトである Plenary Lecture の講

演を行い、量子情報理論の現状と展望を解説し、多くの聴衆に感銘を与えた。ステーション発足

以前には、韓太舜教授は平成 12-13 年に情報理論とその応用学会会長を務めており、小林欣吾

教授は平成 16～17 年にわたって、情報理論とその応用学会会長を務め、また、平成 19 年度には

電子情報通信学会基礎境界ソサイエティーの次期会長となる。さらに、彼は平成 16 年以来、IEEE 

Transactions on Information Theory の Shannon Theory の Associate Editor,Award Committee の

一員として国際的な情報理論研究の発展に貢献している。なお、本ステーションには、IEEE のフェ



ローが４名（韓、阪田、小林、藤野）、電子情報通信学会フェローが 3 名（韓、阪田、小林）存在して

いる。 

 

５．研究ステーションとしての活動状況 

●主な講演会、シンポジウム等の開催状況等： 

以下の研究セミナーを学術講演会, IS セミナー，研究室セミナーとして情報理論基礎応用研究ス

テーションが主催，共催などの形をとって行った． 

日時：平成 14 年 7 月 19 日（金）15:00~16:30   

講演者： Hosam M.  Mahmoud(Professor, The George Washington University)   

演題:     Probabilistic analysis of Random Trees via Urn Models 

 

日時：平成 15 年 7 月 7 日（月）15:00~16:30   

講演者： Jack K. Wolf(Professor, University of California San Diego)   

演題:     Bit Stuffing for Protocols and Constrained Systems 

 

日時：平成 15 年 7 月 7 日（月）16:30~18:00   

講演者： A. J. Han Vinck(Professor, Universitaet Essen)   

演題:     On Security Aspects for Critical Infrastructures 

 

日時：平成 16 年４月６日（火）   

講演者： Raymond Yeung (Professor, National University of Hong Kong)   

演題 1:    Information Inequalities, Conditional Independence, and Groups   

演題 2:    Network Coding Theory 

 

日時：平成 16 年４月 19 日（月）   

講演者： Vladimir I. Levenshtein (Professor, Keldysh Institute for Applied Mathematics, Russian 

Academy of Sciences)   

演題:   Combinatorial and probabilistic problems of sequence reconstruction 

 

日時：平成 16 年 7 月 7 日（月）10:40~12:10   

講演者： Tom Hoeholdt(Professor, Technical University of Denmark)   

演題:       List decoding of Reed-Solomon codes 

 



 

日時：平成 16 年 8 月 10 日(火)    

講演者： Dr. Brian Kurkoski (University of Electro-Communications) 

 演題:   Sequence ML and Symbol MAP Decoding on the Erasure Channel 

 

日時：平成 16 年 8 月 10 日(火)    

講演者： Marc Fossorier (Professor, University of Hawaii)   

演題:   Simplifications of BP decoding of LDPC codes 

 

日時：平成 16 年 9 月 24 日（金）   

講演者： Ken Zeger (Professor, Department of Electrical and 

Computer Engineering, University of California, San Diego)   

演題１:   Network Coding - Linearity and Solvability   

演題２:   Asymptotics of Run-Length Constraints for Hexagonal Lattices 

 

日時  : 平成 16 年 11 月 12 日(金)    

講演者:  Hosam M. Mahmoud (Professor, The George Washington University)   

講演題目:  Polya process and random sprouts 

 

日時 ： 平成 17 年 4 月 14 日（木）16:00~18:00   

講演者： Paul H. Siegel (Professor, Department of Electrical and Computer Engineering, 

University of California, San Diego)   

題目： Constrained Coding Techniques for Advanced Data Storage 

Devices 

 

日時 ： 平成 17 年 10 月 4 日(火) 9:00 ～ 10:00   

講演者： Taraz, Anusch （Professor, ドイツ・ミュンヘン工科大学数学科）   

題目 ：   Large planar subgraphs in dense graphs 

 

日時 ： 平成 17 年 11 月 11 日（金）15:00～17:00   

講演者： Marat Burnashev (Professor, Russian Academy of Sciences) 

題目 ： On Some Singularities in Parameter Estimation Problems 

 

日時 ： 平成 18 年 3 月 17 日(金) 15:30 ～ 17:00   

講演者： 玉城史朗（琉球大学工学部教授）   

題目 ：  「閾値秘密分散法に基づくネットワークストレージ法に関する研究」 



 

日時 ： 平成 18 年 8 月 10 日(木) 17:00 ～ 18:00   

講演者： Andrea Goldsmith (Assoc. Prof., Stanford University, Department of Electrical 

Engineering)   

題目 ：  Capacity, cooperation, and cross-layer design in wireless networks 

 

日時 ： 平成 18 年 9 月 6 日(水) 16:30 ～ 18:00   

講演者： Ken Zeger (Professor, University of California, San Diego)   

題目 ：  Matroids, Networks, and Non-Shannon Information Inequalities 

 

日時 ： 平成 19 年 1 月 16 日(水) 14:30 ～ 16:10   

講演者： 朴 英蘭 （特別研究員）   

題目 ：  An introduction of pixel based steganographic methods endenumerate 

 

●代表的なピアレビュー論文発表、学会プレナリ、招待講演発表、特許出願、受賞等   
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wavelet-based estimation for hurst index of fractional Brownian motion," Journal of 
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